
（別紙３）

～ R7年　12月 23日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

～ R7年　12月 23日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの様子、支援内容について、朝の

ミーティングや職員会議でフィードバック

を行い、実践に繋げる

2

週末には１週間の振り返りと反省点をあ

げ、次週の活動につなげている

3

実態把握から新たな目標、課題を設定する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者様の送迎を協力していただき、療育

時間を確保できるようにする

2

必要に応じて個別対応も行う

そのためにも個別に適した環境も整えてい

く

3

限られた療育時間の中でも、集中して取り

組める環境を整える

運動・学習に特化 学習（個別）運動（集団）の取り組みで、

静と動を意識して行っている

○事業所名 Reno wellness kids 小舞木教室

○保護者評価実施期間
R7年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　12月　23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

月替わりのプログラムと週替わりのプログ

ラムを実施

さらに個別に対応した活動を提供

個々の実態に合わせた療育で、身体の基

礎、基盤を身に付けられるようにしている

小集団であるため、手厚いサポート 子どもの様子、支援内容について、その日

のうちにフィードバックを行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎場所が限られてしまう 療育時間に限りがあるため

異年齢のため、進め方にばらつきがある 小集団のため、個別での対応に限度がある

午前中のお預かりの為、療育時間が短い 多機能型のため、午前中のみのお預かりになる

事業所における自己評価総括表公表


